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町
民
会
議
会
長
賞（
４
～
６
年
生
の
部
）

亀
徳
小
６
年 

米
島
妃
央
來

町
民
会
議
会
長
賞（
１
～
３
年
生
の
部
）

手
々
小
３
年 

川
口 

光
織

町
民
会
議
会
長
賞
（
中
学
生
の
部
）

手
々
中
３
年 

飯
塚 

千
温

【神嶺校区賞】井之川中２年 加 笑真【尾母校区賞】尾母小２年 前田 地央

【母間校区賞】東天城中２年 泰山 千風 【山校区賞】山中２年 高野 麻鈴

【手々校区賞】手々小６年 東郷 千広

【南区賞】
亀津中３年 久枝 蒼空

【中区賞】
亀津中２年 久原 聖怜菜

【北区賞】
亀津中１年 吉冨悠衣子

【東区賞】
亀津中３年 安田 璃子

【亀徳校区賞】
亀徳小６年 大寺 結

【花徳校区賞】
東天城中３年 福山 晴海
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東
天
城
中

井
之
川
中

亀
津
中

学
校
名

宝
田　

彩
愛

福
山　

晴
海

髙
橋　

凜
人

富
田　

夏
美

米
田　

海
斗

義
岡　

壯
仁

管
野　

壮
馬

指
宿　

健
士
朗

池
田　

結
希

氏　

名

花
徳
小

亀
徳
小

神
之
嶺
小

学
校
名

福
岡　

陽
真

大
寺　

結

濵　

結
夏

氏　

名

「
令
和
４
年
度
徳
之
島
町
学
士
村
賞
授
賞
式
」
を
令
和
５
年
３

月
５
日
、
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。
各
受
賞
者

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。（
※
学
力
向
上
対
策
試
験
成
績
優
秀
者

は
広
報
徳
之
島
２
０
２
３
年
２
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

【
小
学
校
６
か
年
皆
勤
賞
】

【
中
学
校
３
か
年
皆
勤
賞
】

【
訂
正
と
お
詫
び
】
広
報
徳
之
島
２
０
２
３
年
２
月
号
に
掲
載
い

た
し
ま
し
た
「
学
力
向
上
対
策
試
験
成
績
優
秀
者
」
の
中
学
１
年

生
の
部
に
名
前
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は「
上
田 

愛
海
」

さ
ん
で
す
。
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

問
学
校
教
育
課
☎
０
９
９
７
―
８
２ 

―
１
３
０
８

（※学力向上対策試験成績優秀者は広報徳之島2023年２月号に掲載しています。）

学力向上対策試験成績優秀者表彰

義務教育皆勤賞

令和４年度全国健康づくり推進学校表彰

学校における様々な健康課題に積極的に取り組んだ学校として、東天城中学校が
（公財）日本学校保健会より優良校表彰を受けました。

教
育
委
員
会

　
　
　
だ
よ
り

拡
大
版

教育委員会だより【拡大版】
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学
士
村
塾
皆
勤
賞

手
々 山 花

徳
母
間

亀
徳

中
区

教
室
名

東
郷　

光
葉

川
口　

水
輝

高
野　

麻
理
萌

土
持　

陽
愛

福
山　

稜
海

土
持　

陽
華

乾　

小
羽

福
岡　

美
月

福
岡　

友
梨
奈

尚　

正
宗

髙
橋　

凜
人

池
﨑　

大
翔

池
﨑　

優
月

前
田　

笑
舞

嘉
山　

太
陽

直
島　

穂
月

福
永　

悠
人

増
田　

美
花

下
窪　

友
彩

氏　

名

　算数・数学検定 　漢字検定 検
定

11
級

10
級

10
級

９
級

８
級

６
級

10
級

10
級

９
級 級

内　

大
和

福
永　

悠
人

荒
場　

栄
吾

永
岡　

咲

増
田　

美
花

岸
岡　

春
樹

山
﨑　

悠
誠

南　

智
博

増
田　

好
花

氏　

名

検
定
満
点
合
格
賞

検定上級合格賞

漢字検定 ３級合格
　東郷 千広（手々教室）

算数・数学検定 ６級合格
　福岡 友梨奈（母間教室）

幼・小・中学校優秀教員表彰 【尾母小・中学校】
　伊地知 勇 校長

【母間小学校】
　青﨑 幸一 校長

【山小学校】
　遠矢 美緒 校長

【山中学校】
　舞田 裕二 校長

【井之川中学校】
　前畑 あさよ 教頭　 
　道添 浩樹 教諭

【尾母小学校】
　吹留 恭平 教諭

【亀徳小学校】
　松山 譲 教諭

徳之島町、徳之島町教育委員会より、本町の教育向上に多大な貢献をされた
先生方へ、その功績を讃え表彰しました。

教育委員会だより【拡大版】
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ガイドを務めた 4 名（前列）と参加選手の皆さん

手
々
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
よ
る

「
わ
れ
ん
き
ゃ
（
子
ど
も
）
ガ
イ
ド
」

ツ
ア
ー
が
、
徳
之
島
で
合
宿
中
の
ダ
イ

ソ
ー
女
子
駅
伝
部
と
キ
ャ
ノ
ン
ア
ス

リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
九
州
の
選
手
を
招
き
、

２
月
９
日
に
手
々
集
落
内
で
あ
り
ま
し

た
。
児
童
生
徒
が
自
ら
考
え
て
様
々
な

事
柄
を
学
ぶ
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
を
使
っ
て
学
習
し
た
、
地
域
の
史

跡
や
動
植
物
な
ど
を
、
集
落
内
を
巡
り

ユ
ー
モ
ラ
ス
に
紹
介
。
児
童
生
徒
が
趣

向
を
凝
ら
し
作
り
上
げ
た
完
成
度
の
高

い
ガ
イ
ド
の
様
子
に
、
選
手
の
皆
さ
ん

も
笑
っ
た
り
驚
い
た
り
と
楽
し
そ
う
に

参
加
し
て
い
ま
し
た
。

手
々
小
中
、
合
宿
選
手
招
き
わ
れ
ん
き
ゃ
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

東
京
都
町
田
市
に
あ
る
桜
美
林
大
学

（
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
群
）
の

学
生
や
関
係
者
35
名
が
初
来
島
し
、
２

月
５
日
か
ら
10
日
に
か
け
徳
之
島
に
滞

在
。
本
町
と
連
携
し
た
「
地
域
活
性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
大
学
側
が

持
つ
産
官
学
連
携
の
様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ

を
用
い
た
支
援
に
よ
り
地
域
振
興
を
目

指
す
も
の
で
、
今
回
は
町
内
の
企
業
や

農
家
、
行
政
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
、

徳
之
島
の
現
状
を
知
る
実
地
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
２
月
６
日
に
は
学

生
主
体
の
「
プ
チ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
」
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

桜
美
林
大
学
と
連
携
し
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

学生 29 名と教員等関係者 6 名の計 35 名が来島

「
第
５
回
島
わ
れ
ん
き
ゃ
の
祭
典
」
が

２
月
18
日
、
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
島
地
区
文
化
協

会
連
絡
協
議
会
が
定
め
る
「
方
言
の
日

（
２
月
18
日
）」
に
ち
な
ん
で
開
催
さ
れ

て
い
る
同
祭
典
。
町
立
小
・
中
学
校
の

児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た
島
口
川
柳
作

品
（
※
広
報
紙
２
０
２
３
年
３
月
号
掲

載
）、
青
少
年
育
成
町
民
会
議
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
作
品
（
※
本
紙
表
紙
掲
載
）
の

表
彰
や
、
亀
徳
小
学
校
、
尾
母
小
中
学

校
の
児
童
生
徒
に
よ
る
三
味
線
や
島
口

劇
の
舞
台
発
表
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
８
月
に
関
東
・
関
西
の
企

業
を
訪
問
し
行
わ
れ
た
「
町
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
教
育
事
業
」
の
参
加
者
に
よ

る
成
果
発
表
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

インターンシップ参加高校生による成果発表 亀徳小児童による島口劇「秋津港の砂糖積み」

島
わ
れ
ん
き
ゃ
の
祭
典
、
３
年
ぶ
り
に
児
童
生
徒
が
発
表島口川柳優秀作品を児童・生徒が読み上げ発表
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２
月
上
旬
か
ら
３
月
初
旬
に
か

け
、
本
町
で
学
生
・
社
会
人
硬
式

野
球
部
の
春
季
キ
ャ
ン
プ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。町
は
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー

で
各
チ
ー
ム
を
出
迎
え
、
民
間
有

志
や
町
か
ら
豚
肉
や
た
ん
か
ん
な

ど
の
特
産
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｐ
ア
セ
ッ
ト
証
券
は
本
町
で

の
初
キ
ャ
ン
プ
。
町
内
の
飲
食
店

経
営
者
と
同
部
と
の
縁
で
徳
之
島

来
島
が
実
現
し
ま
し
た
。

昨
年
の
全
日
本
大
学
野
球
選
手

権
で
準
優
勝
を
果
た
し
た
上
武
大

学
は
、
12
回
目
の
本
町
で
の
キ
ャ

ン
プ
。
３
年
ぶ
り
の
実
施
と
な

り
、
小
学
生
や
高
校
生
を
対
象
に

野
球
教
室
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
夏
の
甲
子
園
で
ベ
ス
ト
８

と
素
晴
ら
し
い
成
績
を
残
し
た
甲

子
園
の
強
豪
校
、
愛
知
工
業
大
学

名
電
高
校
は
３
年
ぶ
り
４
回
目
の

合
宿
。
徳
之
島
町
と
伊
仙
町
の
野

球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
子
ど
も
た

ち
を
対
象
と
し
た
野
球
教
室
が
開

催
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
甲
子
園

で
活
躍
し
た
あ
こ
が
れ
の
高
校
球

児
と
生
き
生
き
と
野
球
を
楽
し
み

ま
し
た
。

Ｔ
Ｄ
Ｋ
硬
式
野
球
部
は
、
本
町

で
５
年
連
続
５
回
目
の
合
宿
。
天

城
町
で
合
宿
を
行
っ
た
Ｈ
ｏ
ｎ
ｄ

ａ
熊
本
硬
式
野
球
部
と
の
オ
ー
プ

ン
戦
も
行
わ
れ
、
社
会
人
野
球
強

豪
チ
ー
ム
の
熱
い
戦
い
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

上武大学硬式野球部 【群馬県】 2 月 10 日～ 21 日

愛知工業大学名電高等学校硬式野球部 【愛知県】 2 月 23 日～ 28 日

ＴＤＫ硬式野球部 【秋田県】 2 月 20 日～３月４日

徳之島町ｷｬﾝﾌﾟ in 2023

JP アセット証券㈱硬式野球部 【東京都】 2 月３日～８日
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表彰状を手にする松山さん

本
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
松
山
美
年

子
さ
ん
が
、
社
会
福
祉
事
業
従
事
功

労
者
へ
の
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受

賞
。
３
月
１
日
、
町
役
場
で
表
彰
伝
達

式
が
あ
り
、
幸
野
副
町
長
よ
り
表
彰
状

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
松
山
さ
ん
は
平

成
７
年
（
１
９
９
５
年
）
か
ら
現
在
ま

で
、
本
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
と

し
て
、
27
年
以
上
に
わ
た
り
、
地
域
福

祉
の
推
進
や
共
同
募
金
活
動
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
を
行
い
地
域
福
祉
の
向

上
に
尽
力
。
そ
の
顕
著
な
功
績
が
認
め

ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

松
山
さ
ん
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
松
山
さ
ん
へ
厚
労
大
臣
表
彰

南
大
島
保
護
区
（
徳
之
島
、
沖
永
良

部
島
、
与
論
島
）
の
保
護
司
が
参
集
し
、

「
令
和
４
年
度
南
大
島
保
護
区
保
護
司
会

研
修
会
」
が
２
月
14
日
、
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま
し
た
。
同
研
修
は

南
大
島
保
護
区
内
で
年
３
回
実
施
。
今

回
は
徳
之
島
町
が
会
場
と
な
り
、
鹿
児

島
保
護
観
察
所
奄
美
駐
在
官
事
務
所
の

須
ヶ
牟
田
主
任
官
が
講
師
と
な
り
研
修
。

更
生
保
護
活
動
へ
の
識
見
や
技
術
等
の

向
上
の
た
め
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
保
護
司
の
皆
さ
ん
は
非

行
や
犯
罪
の
防
止
、
罪
を
犯
し
た
人
の

立
ち
直
り
を
支
え
る
等
の
活
動
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
ま
す
。

南
大
島
保
護
区
保
護
司
会
研
修
会
、
徳
之
島
町
で
実
施

徳之島町会場へ参集した保護司や関係者の皆さん

聴き応えたっぷりだったオーケストラコンサート

「
宝
く
じ
お
し
ゃ
べ
り
音
楽
館
～
思

い
出
の
ス
ク
リ
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

～
」
公
演
が
３
月
４
日
、
町
文
化
会

館
で
あ
り
ま
し
た
。
徳
之
島
町
新
庁

舎
落
成
記
念
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ

た
同
公
演
。
満
員
御
礼
と
な
っ
た
当

日
は
、
春
風
亭
小
朝
さ
ん
に
よ
る
ト
ー

ク
や
、
小
原
孝
さ
ん
に
よ
る
ピ
ア
ノ

の
弾
き
語
り
、
壮
大
な
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
演
奏
、
歌
手
の
島
田
歌
穂
さ
ん
に

よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
名
曲
な
ど
が

披
露
さ
れ
、
魅
力
的
な
出
演
者
に
よ

る
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
内
容
に
、

会
場
か
ら
は
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

宝
く
じ
お
し
ゃ
べ
り
音
楽
館
、
思
い
出
の
映
画
音
楽
を
堪
能

劇
団
四
季
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
「
人
間
に
な
り
た
が
っ
た
猫
」
が

２
月
28
日
、
町
文
化
会
館
で
あ
り
ま
し

た
。

今
回
の
芸
術
鑑
賞
事
業
は
徳
之
島

三
町
が
ふ
る
さ
と
納
税
の
基
金
を
活
用

し
て
実
施
。
徳
之
島
で
の
公
演
は
４
年

ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。
公
演
は
午
前
と

午
後
の
２
回
あ
り
、
徳
之
島
三
町
の
小

学
生
約
８
０
０
人
が
鑑
賞
。
コ
ロ
ナ
禍

以
前
に
行
わ
れ
て
い
た
ロ
ビ
ー
で
の
出

演
者
に
よ
る
児
童
の
お
見
送
り
は
実
施

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
緞
帳
の
幕
が

降
り
た
後
も
サ
プ
ラ
イ
ズ
の
カ
ー
テ
ン

コ
ー
ル
が
繰
り
返
し
あ
り
、
会
場
は
大

き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
活
用
し
島
内
小
学
生
が
芸
術
鑑
賞

４年ぶりとなった劇団四季の徳之島公演
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ハノイ市チューヴァンアン中学校と交流

町
立
東
天
城
中
学
校
と
、
ベ
ト
ナ
ム

ハ
ノ
イ
市
の
チ
ュ
ー
ヴ
ァ
ン
ア
ン
中
学

校
と
の
交
流
授
業
が
３
月
７
日
、
両
校

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぎ
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
授
業
は
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会

社
と
本
町
と
の
連
携
協
定
に
よ
る
取
組

み
の
一
環
。
今
年
は
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム

の
外
交
樹
立
50
周
年
に
あ
た
り
、
関
係

者
の
縁
も
つ
な
が
り
交
流
が
実
現
し
ま

し
た
。
両
校
の
生
徒
た
ち
は
自
国
・
地

元
の
文
化
や
そ
れ
ぞ
れ
の
中
学
校
で
の

過
ご
し
方
を
英
語
と
日
本
語
を
交
え
て

お
互
い
に
紹
介
。
ク
イ
ズ
を
出
し
合
い

知
識
を
深
め
る
な
ど
、
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
様
子
で
交
流
し
ま
し
た
。

東
天
城
中
、
ベ
ト
ナ
ム
の
学
生
と
オ
ン
ラ
イ
ン
国
際
交
流

徳
之
島
町
自
衛
隊
入
隊
者
壮
行
会

が
３
月
６
日
、
町
役
場
で
あ
り
ま
し

た
。
壮
行
会
に
は
、
陸
上
自
衛
隊
へ

入
隊
す
る
東
田
悠
志
さ
ん
（
18
）
＝

亀
徳
＝
、
中
村
将
英
さ
ん
（
18
）
＝

花
徳
＝
、
陸
自
高
等
工
科
学
校
へ
進

学
す
る
吉
田
吾
桜
さ
ん
（
15
）
＝
母

間
＝
と
そ
の
保
護
者
が
出
席
。
高
岡

町
長
の
祝
辞
に
続
き
、
浜
田
靖
一
防

衛
大
臣
、
塩
田
康
一
鹿
児
島
県
知
事

か
ら
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
壮
行
会
の
最
後
に
は
入

隊
者
そ
れ
ぞ
れ
が
決
意
の
言
葉
を
述

べ
、
国
防
の
道
へ
進
む
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

自
衛
隊
入
隊
者
壮
行
会
、
本
町
か
ら
３
名
が
国
防
の
道
へ

（前列右２人目から）東田さん、中村さん、吉田さん

奄
美
大
島
の
郷
土
料
理
店
「
な
つ
か

し
ゃ
家
」
の
恵
上
イ
サ
子
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、
３
月
７
日
、
徳
之
島
町

食
育
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

恵
上
さ
ん
は
奄
美
大
島
・
笠
利
出

身
。
中
学
校
の
校
長
を
定
年
退
職
後
、

奄
美
の
食
文
化
を
世
界
に
伝
え
る
べ

く
、
２
０
１
２
年
に
古
民
家
を
改
築

し
た
「
な
つ
か
し
ゃ
家
」
を
オ
ー
プ

ン
し
、
２
０
２
１
年
、
ア
ジ
ア
の
豊

か
な
食
文
化
を
伝
え
る
レ
ス
ト
ラ
ン

の
リ
ス
ト
「
エ
ッ
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・

ア
ジ
ア
」
に
て
、
日
本
か
ら
の
６
店

舗
に
選
出
。
徳
之
島
町
に
お
い
て
も
、

東
天
城
中
学
校
で
教
頭
と
し
て
勤
務

さ
れ
ま
し
た
。

前
半
の
実
習
で
は
「
豚
飯
」「
パ
パ

イ
ヤ
の
サ
ラ
ダ
」　
「
黒
糖
ム
ー
ス
」

な
ど
、
島
の
食
材
を
活
用
し
た
郷
土

料
理
を
調
理
。

後
半
は
「
次
世
代
に
伝
え
た
い
食

べ
る
こ
と
の
大
切
さ
」
と
題
し
講
演
。

教
職
時
代
、
あ
る
学
生
の
た
め
に
作
っ

た
一
杯
の
お
味
噌
汁
を
、
そ
の
生
徒

が
涙
を
流
し
な
が
ら
食
べ
た
こ
と
や
、

貧
し
い
生
活
の
中
で
も
「
心
の
貧
乏

は
さ
せ
な
い
」
と
、
懸
命
に
恵
上
さ

ん
を
育
て
た
母
の
話
な
ど
、「
家
庭
の

食
は
、
人
の
健
康
な
心
と
体
を
つ
く

る
基
本
」
だ
と
強
く
共
感
す
る
、
心

温
ま
る
講
演
に
、
会
場
か
ら
は
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

「
な
つ
か
し
ゃ
家
」
恵
上
イ
サ
子
さ
ん
講
師
に
食
育
研
修

恵上さんの自著書籍にも掲載の豚飯講師の恵上イサ子さん 島の食材を使った調理実習



– 8 –– 8 –– 8 –広報 徳之島 2023 年 4 月号

幼
児
・
学
校
教
育
の
充
実

本
町
で
は
、「
持
続
可
能
な

社
会
の
創
り
手
」
を
育
む
た
め

に
、「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
」
の
下
で
一
人
一
台
Ｐ
Ｃ
端

末
、
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
環
境
の
日
常

的
活
用
や
本
町
独
自
の
遠
隔
教

育
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
な

ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
お
け
る
学
び

を
充
実
さ
せ
「
最
先
端
の
学
び

の
町
」の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
部
活
動
の
地
域
移
行
な

ど
新
し
い
時
代
の
教
育
へ
対
応

す
る
た
め
に
学
校
運
営
協
議
会

や
地
域
学
校
協
働
活
動
を
推
進

し
ま
す
。

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
北

海
道
教
育
大
学
と
も
連
携
し

「
徳
之
島
型
モ
デ
ル
」
の
全
国

展
開
を
は
じ
め
遠
隔
合
同
授
業

や
合
同
研
修
会
を
継
続
的
に
実

施
し
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
充

実
に
向
け
て
は
、「
み
ら
い
創

り
ラ
ボ
」
井
之
川
に
お
い
て
、

小
学
生
及
び
中
学
生
を
対
象
に

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を

継
続
し
ま
す
。

ま
た
、
語
学
や
国
際
社
会
に

興
味
を
持
つ
高
校
生
が
夢
を
描

き
、
夢
に
挑
戦
す
る
環
境
づ
く

り
と
し
て
「
海
外
語
学
留
学
事

業
」
を
実
施
し
ま
す
。

特
別
な
支
援
や
配
慮
を
要
す

る
児
童
生
徒
に
対
し
て
適
切
な

対
応
を
す
る
た
め
に
、
特
別
支

援
教
育
支
援
員
の
増
員
や
、
慶

応
義
塾
大
学
北
研
究
室
の
遠
隔

に
よ
る
間
接
指
導
や
直
接
指
導

を
実
施
し
、
特
別
支
援
教
育
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
幼
稚
園
の
年
長

児
か
ら
小
・
中
学
校
の
児
童
生

徒
を
対
象
に
様
々
な
教
育
活
動

に
つ
い
て
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

し
、
ポ
イ
ン
ト
を
地
域
振
興
券

と
し
て
利
用
で
き
る
「
わ
れ
ん

き
ゃ
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
を
新
設

し
ま
す
。
幼
児
児
童
生
徒
の
活

躍
を
奨
励
す
る
と
と
も
に
、
家

族
で
の
参
加
を
促
進
す
る
こ
と

で
、
家
族
の
中
で
健
康
づ
く
り

や
家
庭
学
習
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
児
童
生
徒
の
様
々
な
努

力
や
挑
戦
を
応
援
し
、
子
育
て

世
帯
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

農
業
の
振
興

農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
や
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

等
の
影
響
に
よ
り
化
学
肥
料
価

格
が
急
騰
し
て
お
り
、
こ
の
対

策
に
取
組
む
こ
と
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
、
農
業
基
盤

整
備
事
業
の
重
点
的
な
取
組
に

併
せ
、
土
壌
診
断
の
実
施
や
有

機
堆
肥
の
普
及
促
進
に
努
め
る

と
と
も
に
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の

設
備
更
新
や
新
た
な
堆
肥
の
開

発
な
ど
、
供
給
体
制
の
再
構
築

を
図
り
ま
す
。
質
の
良
い
、
使

い
や
す
い
堆
肥
の
利
活
用
に
よ

り
、
化
学
肥
料
の
使
用
量
低
減

に
取
り
組
み
ま
す
。

サ
ト
ウ
キ
ビ
に
つ
い
て
は
、

堆
肥
の
増
産
と
そ
の
有
効
利
用

を
積
極
的
に
推
進
し
、
地
力
改

令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
予

算
案
の
総
額
は
、
歳
入
及
び
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
８
４
億
４
５
３
万

円
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
と

比
較
し
ま
す
と
５
・
２
％
増
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
歳
入
歳
出

の
主
な
事
柄
と
し
て
は
、
東
天

城
中
学
校
建
設
事
業
、（
仮
）

観
光
拠
点
施
設
（
道
の
駅
）
整

備
事
業
、
尾
母
４
団
地
新
築
事

業
等
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、「
第
６
次
徳
之

島
町
総
合
計
画
」
に
掲
げ
た
基

本
理
念
「『
人
・
自
然
・
み
ら

い
輝
く
』
新
た
な
時
代
へ
の
ま

ち
づ
く
り
！
」
を
も
と
に
、
本

町
の
目
指
す
将
来
像
「W

e’re　

O
PEN


～

み
ら
い
輝
く
、
と

く
の
し
ま
町

～

」
の
実
現
に

向
け
た
、
令
和
５
年
度
事
業
施

策
を
申
し
上
げ
ま
す
。

は
じ
め
に

３月定例議会が３月 7日から３月 17日まで開かれ、高岡秀規町長は令和 5年度
の施政方針を述べました。その内容を抜粋して掲載します。

施 政 方 針
令和５年度
徳之島町

令
和
５
年
度
事
業
施
策

未
来
を
担
う
子
ど
も
を

育
み
、
活
力
を
生
み
出

す
ま
ち
づ
く
り
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令和５年度　徳之島町　施政方針

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

障
が
い
者
福
祉
の
施
策
に
つ

い
て
は
、「
障
が
い
の
あ
る
人

も
な
い
人
も
、
共
に
生
き
る
島

づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に
障
が

い
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

相
談
支
援
事
業
体
制
の
構
築
に

努
め
ま
す
。

健
康
・
医
療
の
充
実

国
民
健
康
保
険
制
度
の
保
健

事
業
で
は
、
特
定
健
診
の
受
診

率
向
上
や
運
動
習
慣
の
定
着
を

図
り
、
生
活
習
慣
病
の
発
生
予

防
や
重
症
化
予
防
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
特
定
健
診
や
が
ん

検
診
の
受
診
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

等
の
健
康
増
進
及
び
予
防
対
策

に
積
極
的
に
取
組
む
こ
と
に
よ

り
、
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実

地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
が
、

い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
住
み
な

れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ

観
光
の
振
興

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
世

界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
自

然
資
源
の
保
全
と
活
用
が
可
能

な
ガ
イ
ド
の
育
成
・
支
援
を
継

続
的
に
実
施
し
ま
す
。
お
も
て

な
し
観
光
課
や
徳
之
島
観
光
連

盟
、
関
係
団
体
と
連
携
し
た
観

光
案
内
を
実
施
し
、
町
公
式
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

で
あ
る
「
ま
ぶ
～
る
君
」
を
活

用
し
た
、
観
光
Ｐ
Ｒ
や
イ
ベ
ン

ト
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

新
た
な
産
業
創
出
と

雇
用
の
確
保

島
内
外
企
業
や
島
内
企
業
、

事
業
者
と
の
「
共
創
」
を
生
み

出
す
た
め
に
整
備
し
た
「
み
ら

い
創
り
ラ
ボ
」
井
之
川
を
活
用

し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
し
ご
と
の
創
出
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ

人
財
の
育
成
・
シ
マ
（
集
落
）

づ
く
り
の
基
地
化
を
推
進
し
ま

す
。

超
省
力
・
高
品
質
な
作
物
の
生

産
に
向
け
た
新
た
な
農
業
を
推

進
し
ま
す
。

水
産
業
の
振
興

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
離
島

漁
業
再
生
支
援
事
業
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
担
い
手
の
育
成

や
支
援
を
行
い
、
離
島
漁
業
の

再
生
に
向
け
た
種
苗
放
流
や
藻

場
造
成
等
、「
漁
場
の
生
産
力

の
向
上
に
関
す
る
取
組
」や「
漁

業
の
再
生
に
関
す
る
実
践
的
な

取
組
」
を
支
援
し
ま
す
。

商
工
業
の
振
興

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
地
元
中
小
企
業
の
経
営
支

援
を
目
的
と
す
る
商
工
会
育
成

事
業
や
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

発
行
に
対
す
る
助
成
を
継
続
す

る
こ
と
で
、
消
費
者
の
購
買
意

欲
向
上
に
よ
る
島
内
消
費
拡
大

を
図
り
、
地
域
活
性
化
に
つ
な

げ
ま
す
。

善
を
図
る
と
と
も
に
、
令
和
５

年
度
に
お
い
て
は
、
振
興
計
画

の
目
標
で
あ
る
５
３
７
８
㌕

へ
の
反
収
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
生
産
拡
大

に
努
め
ま
す
。

園
芸
に
つ
い
て
は
、
国
庫
補

助
事
業
等
を
活
用
し
な
が
ら
、

農
業
機
械
や
施
設
の
事
業
導
入

を
推
進
し
、
農
業
用
ド
ロ
ー
ン

を
は
じ
め
と
し
た
省
力
化
技
術

の
導
入
や
機
械
化
体
系
を
推
進

し
ま
す
。

畜
産
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

優
良
雌
牛
自
家
導
入
事
業
や
畜

産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
、
畜
産
振

興
事
業
、
畜
産
基
盤
総
合
再
編

整
備
事
業
等
の
活
用
に
よ
り
畜

産
生
産
基
盤
を
強
化
し
、ま
た
、

受
精
卵
セ
ン
タ
ー
や
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ

ン
タ
ー
事
業
を
継
続
す
る
こ
と

で
、
畜
産
農
家
に
お
け
る
労
力

負
担
の
軽
減
と
所
得
向
上
を
図

り
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ス
マ
ー

ト
農
業
の
推
進
に
向
け
て
、
農

業
用
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
ば
れ
い

し
ょ
の
農
薬
散
布
や
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
土
壌
診
断
等
を
行
い
、

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の

推
進
に
よ
る
地
域
活
性
化

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

は
、
黒
糖
焼
酎
や
南
国
フ
ル
ー

ツ
な
ど
徳
之
島
な
ら
で
は
の
返

礼
品
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
寄
附
件
数
は
増
加
し
て
い

ま
す
。

今
後
も
「
美
農
里
館
」
と
ふ

る
さ
と
思
い
や
り
応
援
推
進
室

と
の
連
携
を
図
り
、
さ
ら
な
る

売
上
向
上
に
努
め
ま
す
。

子
育
て
支
援
・

児
童
福
祉
の
充
実

子
育
て
環
境
の
充
実
に
向
け

て
は
、
医
療
・
保
育
・
福
祉
分

野
の
関
係
機
関
と
連
携
・
協
力

し
な
が
ら
、
妊
娠
期
か
ら
子
育

て
世
代
へ
の
支
援
に
取
り
組
み

ま
す
。

支
え
合
い
で
、

だ
れ
も
が
幸
せ
感
じ
る

ま
ち
づ
く
り
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づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

住
環
境
の
充
実

（
１
）
公
営
住
宅

尾
母
４
団
地
の
木
造
平
屋
２

棟
４
戸
の
新
築
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
世
代
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
住
宅
整
備
や
、

安
全
・
快
適
に
生
活
で
き
る
住

宅
の
確
保
及
び
住
環
境
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

港
ヶ
丘
団
地
に
お
い
て
は
、

２
棟
１
２
戸
外
壁
改
修
工
事
を

実
施
し
、
建
物
の
老
朽
化
や
劣

化
に
よ
る
事
故
等
を
未
然
に
防

ぐ
と
と
も
に
、
質
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

空
き
家
活
用
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
住
宅
改
修
事
業
で
は
、

２
件
の
民
間
住
宅
改
修
資
金
の

助
成
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
住

宅
確
保
要
配
慮
者
の
民
間
住
宅

へ
の
入
居
の
円
滑
化
に
努
め
ま

す
。（

２
）
ご
み
の
減
量
化

ご
み
の
発
生
抑
制
、
再
利
用

及
び
再
資
源
化
を
推
進
す
る
た

め
に
、
家
庭
ご
み
の
取
扱
い
に

林
業
の
振
興

本
町
の
森
林
に
は
、
世
界
自

然
遺
産
登
録
を
受
け
た
国
立
公

園
に
属
す
る
地
域
も
あ
る
た

め
、
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
森

林
の
計
画
的
な
育
成
・
間
伐
な

ど
を
推
進
し
ま
す
。

地
域
情
報
化
の
推
進

本
町
で
は
総
合
的
・
中
長
期

的
な
視
点
か
ら
、
情
報
化
社
会

に
対
応
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域

住
民
の
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
や
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
利
活
用
を
促
進
し
ま
す
。

公
園
緑
地
の
整
備

総
合
運
動
公
園
プ
ー
ル
施
設

や
多
目
的
広
場
施
設
の
改
修
工

事
を
実
施
し
、
利
用
者
が
安
全

に
安
心
し
て
利
用
で
き
る
公
園

施
設
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

そ
の
他
公
園
に
つ
い
て
も
、
遊

具
の
点
検
や
安
全
管
理
に
努
め

る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
の
健
康

つ
い
て
は
、
外
来
種
の
駆
除
や

盗
掘
盗
採
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強

化
す
る
こ
と
で
、
固
有
種
や
希

少
種
の
生
息
環
境
の
保
全
・
改

善
を
図
る
ほ
か
、
官
民
学
が
一

体
と
な
っ
た
ロ
ー
ド
キ
ル
対
策

を
推
進
し
、
生
物
多
様
性
の
象

徴
で
あ
る
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ

ギ
の
保
護
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
の
ほ
か
野
良
猫
の
Ｔ
Ｎ
Ｒ

事
業
、
飼
い
犬
及
び
飼
い
猫
の

不
妊
・
去
勢
手
術
費
の
助
成
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
犬
や
猫
の

繁
殖
を
抑
制
し
、
希
少
動
物
の

捕
食
防
止
や
衛
生
環
境
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

循
環
型
社
会
の
推
進

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
促
進
と
し
て
、「
徳
之
島
町

地
域
脱
炭
素
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
基
づ
き
、
地
球
温
暖
化
防
止

に
向
け
て
、
太
陽
光
発
電
、
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

う
、地
域
支
援
事
業
を
中
心
に
、

社
会
参
加
・
生
活
支
援
・
介
護

予
防
を
一
体
的
に
推
進
し
ま

す
。新

た
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ

ン
ト
事
業
に
、
全
年
齢
層
が
参

加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
・
多
世
代
交
流
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

地
域
福
祉
の
充
実

地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

連
携
し
、
地
域
福
祉
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
配
置
等
を
行
う
と
と
も

に
、
地
域
サ
ロ
ン
等
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
で
、
高
齢
者
等
の
生

き
が
い
や
健
康
増
進
を
図
り
、

地
域
福
祉
の
充
実
に
努
め
ま

す
。自

然
環
境
・
生
態
系
の

保
護
・
保
全

豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
に

関
す
る
手
引
書
の
配
布
や
ポ
ス

タ
ー
に
よ
る
周
知
、
ご
み
の
減

量
化
と
適
正
処
理
の
推
進
、
ご

み
に
関
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

に
よ
る
情
報
を
発
信
す
る
な

ど
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
よ

る
ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組
み

ま
す
。

（
３
）
北
部
地
区

空
き
家
活
用
事
業
と
し
て
、

貸
主
へ
の
普
及
啓
発
を
継
続
し

な
が
ら
、
借
主
（
移
住
者
等
）

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
実
施
し
、

空
き
家
の
利
活
用
、
移
住
・
定

住
促
進
の
確
立
を
目
指
し
ま

す
。生

涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
振
興

令
和
５
年
10
月
７
日
か
ら
特

別
国
民
体
育
大
会
が
鹿
児
島
県

内
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
町
に

お
い
て
も
６
月
18
日
に
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
競
技
と
し

豊
か
な
自
然
を
守
り
、

快
適
で
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り

学
び
合
い
、
育
て
合
い
、

笑
顔
き
ら
め
く

社
会
づ
く
り
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令和５年度　徳之島町　施政方針

一
人
で
も
多
く
の
町
民
に
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
、
広
報
紙
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
の
啓
発
を
行

う
ほ
か
、
セ
ミ
ナ
ー
等
も
開
催

す
る
な
ど
、
着
実
な
施
策
の
実

施
に
努
め
ま
す
。

計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
法
務
局
や
関
連

機
関
と
連
携
を
図
り
、
地
籍
調

査
進
捗
率
の
向
上
に
努
め
ま

す
。農

地
に
お
い
て
は
、
農
地
中

間
管
理
機
構
の
活
用
を
推
進

し
、
担
い
手
農
家
や
新
規
就
農

者
へ
の
農
地
の
集
積
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
遊
休
農
地
の
解
消

と
農
地
中
間
管
理
事
業
集
積
率

向
上
を
目
指
し
ま
す
。

道
路
・
交
通
網
の
整
備
・
充
実

主
要
町
道
亀
津
19
号
線
の
道

子
体
験
講
座
や
子
育
て
サ
ロ
ン

を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
家
庭

教
育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。　

ま
た
、「
地
域
学
校
協
働
活

動
」
を
推
進
し
、
地
域
と
連
携

し
た
学
び
の
機
会
や
家
庭
教
育

を
支
援
し
ま
す
。

郷
土
文
化
の
継
承
・
活
用

町
誌
編
さ
ん
事
業
で
刊
行
し

た
『
自
然
編
』『
民
俗
編
』『
通

史
編
』
の
内
容
を
精
選
し
、
写

真
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
の
視
覚
資

料
を
豊
富
に
掲
載
し
た
『
簡
易

版
』（
仮
称
）
を
刊
行
し
ま
す
。

奄
美
群
島
日
本
復
帰
70
周
年

に
あ
た
り
、
復
帰
運
動
に
関
す

る
パ
ネ
ル
展
の
実
施
や
、
体
験

学
習
講
座
を
開
設
す
る
な
ど
、

郷
土
の
自
然
や
文
化
、
歴
史
に

対
す
る
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
み
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

性
別
に
関
わ
ら
ず
一
人
の
人

間
と
し
て
、
お
互
い
の
人
権
を

尊
重
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、

て
、
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
競
技
、
７
月
31
日
に
は

炬
火
リ
レ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

両
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
町
民

が
大
会
の
果
た
す
役
割
や
ス

ポ
ー
ツ
の
意
義
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
気

運
醸
成
を
図
り
ま
す
。

青
少
年
健
全
育
成
の
推
進

青
少
年
育
成
に
つ
い
て
は
、

本
町
の
子
宝
を
大
切
に
す
る
風

土
を
活
か
し
、「
地
域
の
子
ど

も
は
地
域
で
育
て
る
」
環
境
づ

く
り
を
推
進
し
、
青
少
年
の
地

域
行
事
へ
の
参
加
促
進
を
図
り

ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
教
育
事

業
で
は
、
中
高
生
の
望
ま
し
い

勤
労
観
や
豊
か
な
職
業
観
の
育

成
を
目
的
と
し
、
首
都
圏
の
大

手
企
業
な
ど
へ
の
訪
問
や
職
場

体
験
を
行
い
ま
す
。

家
庭
教
育
の
推
進
に
は
、
家

庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
家
庭
教

育
支
援
員
を
中
心
と
し
て
、
親

路
拡
幅
工
事
及
び
避
難
道
路
整

備
と
し
て
亀
津
新
里
横
３
号
線

の
用
地
買
収
や
建
物
補
償
、
工

事
を
進
め
ま
す
。

今
後
も
各
種
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
広
域
圏
交
通

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
と
市
街

地
交
通
網
の
円
滑
化
を
促
進
し

ま
す
。

交
通
安
全
の
推
進

地
域
や
学
校
、
警
察
署
な
ど

関
係
機
関
と
連
携
し
、
ロ
ー
ド

ミ
ラ
ー
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の

ハ
ー
ド
面
の
整
備
、
交
通
安
全

教
室
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
で
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

上
下
水
道
の
整
備

令
和
５
年
度
は
亀
津
浄
水
場

の
設
備
整
備
や
配
管
工
事
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
徳
之
島
第
一

浄
水
場
の
電
気
設
備
更
新
事
業

と
花
徳
・
轟
木
地
区
の
ろ
過
ポ

ン
プ
更
新
事
業
を
計
画
す
る
こ

と
に
よ
り
、
安
全
な
生
活
用
水

の
安
定
供
給
に
努
め
ま
す
。

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

下
水
道
整
備
に
よ
る
快
適
な
生

活
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
管
路

工
事
の
実
施
を
亀
津
小
学
校
周

辺
で
行
い
ま
す
。
下
水
道
区
域

外
で
は
、
合
併
浄
化
槽
の
普
及

啓
発
に
努
め
、
汚
水
処
理
人
口

普
及
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

地
域
防
災
、
消
防
・
救
急

の
充
実

新
た
に
整
備
し
た
デ
ジ
タ
ル

式
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
は
、

屋
外
拡
声
器
の
聞
こ
え
づ
ら
い

地
域
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
常
備
消
防
体
制
の
整

備
や
消
防
団
員
の
確
保
に
よ

り
、
町
民
の
自
助
・
共
助
の
意

識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
救
助
訓
練
施
設
の
整

備
及
び
資
機
材
・
車
両
の
更
新

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
高
度
で

専
門
的
な
知
識
・
技
術
を
備
え

た
救
助
隊
員
の
育
成
に
努
め
ま

す
。

安
全
・
安
心
で

持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
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進
」、「
自
然
環
境
の
保
全
及
び

再
生
に
関
す
る
事
業
」、「
沖
縄

と
の
連
携
強
化
」
に
つ
い
て
盛

り
込
む
よ
う
取
組
み
ま
し
た
。

私
た
ち
の
先
人
か
ら
受
け
継

い
だ
豊
か
な
恵
み
を
生
み
出
す

自
然
環
境
と
、
自
然
と
の
共
存

の
中
で
誕
生
し
た
伝
統
文
化
を

守
り
つ
な
ぎ
つ
つ
、「
新
た
な

時
代
へ
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「W
e’reO

PEN

～
み
ら
い

輝
く
、
と
く
の
し
ま
町
～
」
開

か
れ
た
未
来
へ
、
経
済
・
社
会
・

環
境
の
統
合
的
な
取
組
を
推
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、
持
続
可
能

な
徳
之
島
町
の
構
築
に
全
力
で

取
り
組
む
こ
と
を
申
し
上
げ
ま

し
て
、
施
政
方
針
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

る
分
野
で
の
地
方
の
社
会
課
題

解
決
や
魅
力
向
上
に
資
す
る
先

駆
的
な
取
組
を
支
援
・
推
進
す

る
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、環
境
面
に
つ
い
て
は
、

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現
や
地
域
循
環
共

生
圏
づ
く
り
に
向
け
た
取
組
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

広
い
視
野
を
持
ち
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
活
用
や
Ｄ

Ｘ
化
に
対
応
す
る
人
材
育
成
と

し
て
の
「
最
先
端
の
学
び
の
町

の
教
育
」
と
、
土
づ
く
り
や
堆

肥
の
有
効
活
用
、
有
機
栽
培
な

ど
に
み
ら
れ
る
原
点
に
還
り
ゆ

く
「
農
業
の
振
興
」、
そ
し
て

結
い
の
心
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
形
成
」
の
必
要
性
を
改

め
て
強
く
痛
感
す
る
と
こ
ろ

で
す
。
そ
の
観
点
か
ら
、
次
期

「
奄
美
群
島
成
長
戦
略
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
３
３
」
に
は
、
本
土
と

の
格
差
を
解
消
す
る
教
育
環
境

の
構
築
「
教
育
及
び
文
化
の
振

興
」
と
幅
広
い
分
野
で
の
「
農

業
の
振
興
」、「
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
た
地
域
課
題
の
解

決
」、「
移
住
及
び
定
住
等
の
促

症
対
策
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
こ
と
に
、
深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。政
府
は
５
月
か
ら
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染

症
の
分
類
を
、
季
節
性
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
「
５
類
」
に

引
き
下
げ
る
こ
と
を
決
定
し
て

い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
の
終
息
を
願
う
と
と
も
に
、

今
後
も
新
た
な
感
染
症
等
に
関

す
る
対
策
に
つ
い
て
は
、
継
続

的
に
体
制
の
構
築
に
努
め
ま

す
。ま

た
、
本
年
は
「
奄
美
群
島

日
本
復
帰
70
周
年
」、「
奄
美
群

島
振
興
開
発
計
画
（
令
和
元
年

～
５
年
度
）」
の
最
終
年
度
、

「
奄
美
群
島
成
長
戦
略
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
３
３
」
の
策
定
年
度
、

そ
し
て
「
徳
之
島
町
新
庁
舎
落

成
」
等
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
節
目

を
迎
え
ま
す
。
私
自
身
に
お
い

て
も
、
４
期
16
年
の
節
目
の
年

で
あ
り
、
初
心
に
返
る
気
持
ち

と
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ

る
と
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。政

府
は
新
た
な
地
方
創
生
の

取
組
と
し
て
、
幅
広
に
あ
ら
ゆ

用
対
効
果
の
高
い
事
業
を
推
進

し
ま
す
。

広
域
連
携
の
推
進

本
町
に
お
い
て
も
、
奄
美
群

島
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
等
を

好
機
と
捉
え
、
効
果
的
・
戦
略

的
に
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
に
向
け

た
さ
ら
な
る
施
策
の
展
開
に
努

め
ま
す
。

防
犯
体
制
の
充
実

防
犯
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
や
防
犯
灯

の
設
置
補
助
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
防
犯
お
よ
び
青
少
年

健
全
育
成
に
努
め
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
と
の
闘
い
が
始
ま
り
早
３
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、

医
療
従
事
者
を
は
じ
め
、
関
係

者
や
町
民
の
皆
様
に
は
、
感
染

地
方
自
治
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
形
成
の
推
進

各
集
落
の
嘱
託
駐
在
員
と
連

携
・
協
力
を
図
り
、
徳
之
島
地

区
消
防
組
合
や
消
防
団
、
自
主

防
災
組
織
と
の
連
携
を
強
化
す

る
こ
と
に
よ
り
安
心
し
て
生
活

で
き
る
集
落
の
実
現
に
努
め
ま

す
。行

財
政
運
営
の
効
率
化

徳
之
島
町
行
政
改
革
大
綱
を

基
に
、
中
期
的
な
視
点
と
目
標

を
持
っ
て
、
財
政
の
健
全
化
を

は
じ
め
と
す
る
、
効
果
的
・
効

率
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
る

と
と
も
に
、
次
世
代
に
つ
な
が

る
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
各
種
事
業
を

実
施
す
る
中
で
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
に
よ
る
見
直
し
を
行
い
、

町
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
費

む
す
び
に

町マスコットキャラクター
『まぶーる君』

絆
を
育
み
、
と
も
に

考
え
行
動
す
る

ま
ち
づ
く
り
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2023 年 4 月号

奄美大島年金事務所からのお知らせ

年金相談所の開設について
住民生活課　☎ 0997-82-1114問

以下の日程で、年金相談所を開設します。相談は予約制です。相談を受けられる方は町住民生活
課国民年金係までお申し込みください。またご来場の際は、年金手帳やねんきん定期便、運転免許
証など、身分確認ができる書類をご持参ください。

●日時＝令和５年４月 19 日（水）午後 1 時 45 分～５時、 
　　　　４月 20 日（木）午前 9 時～正午
●場所＝町役場３階会議室
●相談内容＝ 10 年短縮による年金請求のこと、国民年金、
　　　　　　厚生年金・船員保険等の年金制度全般に関すること

使用する前に確認を

離島航空割引カードの有効期限について

住民生活課　☎ 0997-82-1114問

離島航空割引カードを使用される予定のある方は、カードの有効期
限を必ずご確認ください。飛行機や船に搭乗する際には、離島航空割
引カードの提示が必要です。有効期限が切れている場合は通常料金と
なりますので、ご確認の上、写真（上半身、

縦３cm、横２．５cm）及び運転免許証やマイナンバーカード等の本人確
認書類を持参いただき、更新・再発行の手続きを行ってください。
（※年末年始や土・日・祝日は、カードの更新・発行などはできません。）

農林水産課　☎ 0997-82-1150

施設園芸農家を目指しませんか

農業研修生を募集します（第３期生）
問

気象条件に左右されにくい施設園芸農家を育成し将来の担い手とするため、町の農業研修生を募
集します。園芸作物の基本的な栽培方法や管理作業等を学びます。お申込みや詳細な内容は、農林
水産課までお問い合わせください。

●対象者（募集定員は２名です）
・施設園芸志向者、新規就農者で、就農した際に農協部会に加入できる 45歳までの方

・研修期間終了後、徳之島町で 5年以上営農が実施できる方

●研修場所＝徳之島町農業研修施設内（徳之島町花徳 765 番地）

●研修期間＝ 2 年間　　●募集期限＝令和 5年 6月末まで（※定員となり次第終了）
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2023 年 4 月号

ご不明な点など、児童福祉係へご相談ください

令和５年５月 24 日までに申請を

軽自動車税の減免について

身体障害者手帳、戦傷者手帳、療育手帳、精神障害者手帳をお持ちの方は、申請に基づき軽自動
車税が減免される場合があります。減免を希望する方は、令和５年度の納付書が届いた後、納付期
限の 7日前までに必ず申請してください。
令和５年度の軽自動車税の減免申請受付期限は、令和５年 5月 24 日までです。期限を過ぎた後
は減免申請が受け付けられません、あらかじめご了承ください。

●手続きに必要なもの

　①当初軽自動車税通知書（4月下旬ごろ発送予定）　　②障害者手帳　各種（原本）

　③運転免許証　　④車検証（車検年月日が期限切れでないもの、原本）

　⑤印鑑（認め可）　　⑥減免申請書（減免申請書は役場税務課、または花徳支所にあります）

※減免できる台数は一台に限ります。

※普通自動車税を減免申請している方は軽自動車税の減免はできません。

※令和５年 5月 24日の期限を過ぎての申請はできません。

税務課 ☎ 0997-82-1117　花徳支所 ☎ 0997-84-0048問

児童扶養手当・特別児童扶養手当について

《児童扶養手当》
父親または母親がいない家庭や、父親（母親）が、一定の障がいの状態にある家庭等の児童を監
護している母（父）、または母（父）にかわってその児童を扶養している人に支給されます。
請求手続き等の詳細は、介護福祉課児童福祉係までお問い合わせください。

●対象となる児童
　18 歳に達する日以後、最初の 3月 31日までの間にある児童
　または 20歳未満で心身に障がいのある児童

介護福祉課　児童福祉係☎ 0997-82-1115問

《特別児童扶養手当》
精神または身体に障がいがある 20歳未満の児童を監護する父もしくは母、または、父もしくは
母に代わって児童を養育している人に支給します。
請求手続き等の詳細は、介護福祉課児童福祉係までお問い合わせください。

●対象となる児童
　20 歳未満で精神又は身体に障がいのある児童
　※ただし、日本国内に住所がない児童、児童福祉施設等〈保育所、通所施設等を除く〉に入所
　　している児童は対象となりません。
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2023 年 4 月号

対象の方は申請を

固定資産税の減免について

家屋が火災等の災害及び台風等の自然災害で被害にあった場合や、生活保護を受けている場合な
ど、申請に基づいて固定資産税が減免されることがあります。減免を希望される方は、税務課また
は花徳支所で申請を行ってください。
申請の期限が各納期限の 7日前までのため、期限を過ぎて申請した場合、その納期分については
減免が適用されませんのでご注意ください。

※減免の期間は申請年度の課税分のみのため、毎年手続きが必要です。
※生活保護の受給者で減免を受けようとする方は、固定資産税の各納期限の 7 日前までに必ず申
　請してください。申請の際は窓口にある申請書のほか、生活保護受給証明書の添付が必要です。
※諸事情等により期間中に窓口での手続が困難な方は、税務課または花徳支所へご連絡ください。

税務課  ☎ 0997-82-1117　花徳支所 ☎ 0997-84-0048問

介護福祉課 児童福祉係　☎ 0997-82-1115

児童福祉医療制度についてのお知らせ

子ども医療費・ひとり親家庭等医療費助成制度について

問

《子ども医療費助成制度》
子どもの疾病の早期治療を促進し、子どもの健康の保持増進を図るために保険適用医療費を負担
する制度です。医療費の助成を受けるためには申請手続きが必要となります。

●子ども医療費助成対象者
【住民税課税世帯】未就学児（小学校入学前の子ども）
【住民税非課税世帯】18歳年度末まで

《ひとり親家庭等医療費助成制度》
児童を養育している父、母または養育者とその子ども (18 歳年度末まで ) が健康の保持増進を図
るために保険適用医療費を負担する制度です。医療費の助成を受けるためには申請手続きが必要
となります。

●ひとり親家庭等医療費助成対象者
・児童（18歳年度末まで）※但し、児童に一定の障害がある場合は 20歳の誕生日前日まで
・児童を養育している父、母または養育者

○子ども医療費およびひとり親家庭等医療費の手続きに必要なもの
①印鑑　②助成対象者の健康保険証（国民健康保険の方は省略可）　③受給者名義の預金通帳

④令和４年度所得課税証明書等（前年の 1月 1日時点の住所地の市町村にて取得されたもの。

　ただし、徳之島町で確認の取れる方、又は児童手当を受給されている方は省略できる場合が

　あります。）
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2023 年 4 月号

前年度（令和４年度）から継続して特別徴収（年金天引き）の対象となる方へ

国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料について

前年度（令和４年度）から継続して特別徴収（年金天引き）の対象となる方へ、国民健康保険税、
介護保険料、後期高齢者医療保険料についてのお知らせです。

○令和５年の４月・６月・８月の特別徴収（仮徴収分）は、令和５年２月に年金天引き
された特別徴収額と同額となります。

○仮徴収（４月・６月・８月）と本徴収（10 月・12 月・２月）の差が大きくならない
ようにするために、６月・８月の保険税（料）を調整する場合があります。対象とな
る方には通知書を郵送しますのでご確認ください。

○ 6 月に保険税（料）を本算定し、国民健康保険税、介護保険料の通知書を郵送します。

○後期高齢者医療保険料の通知書は７月に郵送します。

健康増進課 国民健康保険係　☎ 0997-82-1116

国民健康保険 学生用被保険者証の申請

マル学被保険者証の切り替えについて
問

「申告」はお済ですか？
国民健康保険税納税義務者（世帯主）及びその世帯に属する家族は、前年中（令和４年１

月～令和４年 12 月）の収入の有無に関わらず必ず申告が必要です。申告（世帯全員）がさ
れていない場合は、保険税の軽減や入院時の医療費及び食事代の負担額の減額が受けられま
せん。お早めの申告をお願いします。また、令和５年１月２日以降に徳之島町に転入された
方の場合は、前年の所得金額が不明のため、前住所地に所得照会をして、後日所得金額が判
明すれば保険税が変更されることがあります。

■持参するもの　①在学証明書　②住民票の写し（住所の変更がある場合）　③印鑑

町外の学校で修学する為に家族と離れて
暮らしている方の「学生用被保険者証」が、
３月末の有効期限となっております。次年
度発行分（４月１日～７月末期限）につき
ましては、従来通り申請交付となりますの
で、下記書類等をご持参のうえ本庁又は花
徳支所窓口で申請してください。
また、８月以降の被保険者証については
今回申請された方に限り、全世帯一斉更新
（７月中旬予定）の際に送らせていただき

ます。なお、すでに卒業されている場合は、国民健康保険係への届出が必要となりますので、ご
注意ください。

税務課 ☎ 0997-82-1117問
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2023 年 4 月号

令和５年４月 26 日（水）までにご連絡ください

令和５年度徳之島町合同金婚式の対象者調べについて

介護福祉課　☎ 0997-82-1115問

昭和 48 年にご結婚されたご夫婦を対象に、令和５年度合同金婚式の開催

を予定しています。対象になっている方は、合同金婚式への参加の有無に関

わらず、令和５年４月 26 日（水）までに、介護福祉課かお住まいの地域の

区長、または地区高齢者クラブ会長へご連絡ください。

　●金婚式対象者＝昭和48年に結婚したご夫婦

　●開催予定期日＝令和５年５月26日（金）

事故などで国民健康保険を使ったら届出が必要です

第三者行為（交通事故など）の届出について
健康増進課 　☎ 0997-82-1116問

交通事故など、第三者から傷病を受けた場合は、相手方が医療費を負担すべきものです。しかし、

速やかに負担してくれないなどのやむを得ない場合は、国民健康保険でお医者さんにかかることが

できます。その際には必ず健康増進課国保係に連絡し、「第三者行為による傷病届」を提出してく

ださい。

①第三者行為による傷病届　②交通事故証明書　③事故発生状況報告書　

④念書（被害者）　⑤誓約書（加害者）　⑥示談書（示談が成立している場合のみ）

●「第三者行為による傷病」とは？
　交通事故など第三者（本人以外の他人）の行為によって被ったケガや病気のことで、交通事故以

外にも、「けんか」や「他人の飼っている犬に咬まれた」場合などが、第三者行為にあたります。

●なぜ届け出が必要なの？
交通事故など第三者行為によって負傷した場合、本来その治療費は、相手方が過失割合に応じて

負担すべきものです。第三者行為による負傷でも、国民健康保険を使って治療を受けることができ

ますが、この場合、相手方が負担すべき治療費を保険者（徳之島町）がいったん立て替えます。そ

して、後から、立て替えた治療費（医療費）を相手方に請求することになります。

請求の際には相手が誰なのか、事故はどのような状況で起きたのか等を詳しく知る必要がありま

すので、国民健康保険を使った方からの届け出が義務付けられています。

●示談の前にご相談ください
　加害者から治療費を受け取ったり、示談を済ませたりすると国民健康保険が使えなくなる場合が

あります。必ず示談の前に健康増進課国保係に連絡をお願いします。

【届け出に必要な書類】※届け出の様式は、健康増進課にあります。
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2023 年 4 月号

休館日や資料調査依頼等

郷土資料館からのお知らせとお願い
徳之島町郷土資料館　☎ 0997-82-2908問

【開館時間】午前 9 時～午後 5 時　

（入館は午後 4 時 30 分まで）　

【入館料】無料

～休館日等のお知らせ～

～郷土資料館からのお願い～
○ご家庭にある古い記録等（日記、帳簿、手紙、写真）について、貴重な資料かどうかお調
べになりたい方は郷土資料館までご連絡ください。

○倉庫や押し入れを掃除した際に、銃砲刀剣（刀、槍、火縄銃、拳銃など）を発見した場合は、
徳之島警察署か鹿児島県教育庁文化財課（☎ 099-286-5255）へご相談ください。

○アマミノクロウサギやオカヤドカリなどの天然記念物が棲息する場所で、道路や建築物な
どを作ったり、調査研究や映像の撮影などを行う場合は、文化財保護法および県文化財保護
条例により事前に現状変更許可申請が必要になることがあります。工事や調査の予定がある
場合は、事前に県文化財課又は徳之島町郷土資料館までご確認ください。

○埋蔵文化財と思われるものを発見した際には、現状を変更することなくご連絡ください。

休
館
日

４月 ３日（月）、10 日（月）、17 日（月）、24 日（月）

５月 １日（月）、８日（月）、15 日（月）、22 日（月）、29 日（月）

６月 ５日（月）、12 日（月）、19 日（月）、26 日（月）

ご自分の農地が畑かん受益地かご確認いただき、申請をご検討ください。まずは耕地課（☎ 0997-
82-1170）へお問い合わせください！

スプリンクラーを無料で設置しませんか？
～畑かん受益地の皆様へ～

＜実施地区中だと＞

０円（10 ａ
単　価

当たり）

〈スプリンクラー工事費〉

5,000 円（10a 当た
単　価

り／１年）

〈水利用料金（※普通畑）〉

＜地区終了後は・・・＞
※水利用は、高齢または営農状況等の理由により休止・停止も可能です。

70 ～ 100 万円（10 ａ
単　価

当たり）

〈スプリンクラー工事費〉

5,000 円単価（10a 当たり /1 年）

〈水利用料金（※普通畑）〉

畑総事業
実施地区

○徳之島北部地区（山・手々）

○第一花徳地区（花徳）

○第一母志地区（母間）

○第一尾母１期地区（亀津・白井）

○第一尾母２期地区（尾母）

○第二尾母２期地区（亀津・亀徳）

○第二下久志地区（下久志）

○第二南亀地区（亀津）
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本 町 で は、 生 活 環 境 の 改 善

と河川や海域の水質保全を目

標に、人口集中地区である亀

津地区において公共下水道の

整備計画を進めてまいりまし

たが、令和 5 年 4 月 1 日付けで、

事業認可を変更し、事業区域

が広がることとなりました。

今 回 の 認 可 区 域 は、 左 の 図

に赤色で着色した箇所約 34ha

で、令和 5 年度から令和 9 年

度までの計画で順次整備を進

めていく予定です。

認可区域では、合併処理浄
化槽設置整備事業は適用され
ません。詳しくは建設課下水

道係へお問い合わせください。

徳之島は世界自然遺産に登

録され、本町は持続可能なま

ち づ く り を 目 指 す SDGs 未 来

都市に選定されました。

私達が暮らす地域の川や海

などの自然環境を守り、未来

の子どもたちに残していきま

しょう。

町からのお知らせ

公共下水道事業認可区域が広がります！

【お問い合わせ】
建設課 下水道係

☎ 0997-82-1155

徳
之
島
町
公
共
下
水
道
事
業
の
計
画
・
認
可
区
域

排
水
設
備
の
仕
組
み

住 民 の 皆 様 の
ご理解、ご協力
をお願いいたし
ます。
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情報掲示板
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手

当
の
お
知
ら
せ

精
神
ま
た
は
身
体
に
著
し
く
重
度

の
障
が
い
を
有
す
る
た
め
に
、
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
な
介
護
を

必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
在
宅
の
方

の
生
活
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
支
給

さ
れ
る
手
当
で
す
。

た
だ
し
、
福
祉
施
設
に
入
所
し
て

い
る
方
や
３
ヶ
月
を
超
え
て
入
院
し

て
い
る
方
は
、
支
給
の
対
象
外
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
受
給
資
格
者
、
配
偶
者
、

扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
額
に

よ
っ
て
は
、
そ
の
年
の
８
月
か
ら
翌

年
の
７
月
ま
で
を
一
つ
の
期
間
と
し

て
支
給
を
停
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

●
特
別
障
害
者
手
当（
20
歳
以
上
の
方
）

　

月
額
２
万
７
９
８
０
円

　
（
令
和
５
年
４
月
改
定
）

●
障
害
児
福
祉
手
当（
20
歳
以
上
の
方
）

　

月
額
１
万
５
２
２
０
円

　
（
令
和
５
年
４
月
改
定
）

詳
し
く
は
県
徳
之
島
事
務
所
福
祉

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
鹿
児
島
県
徳
之

島
事
務
所
福
祉
課　

☎
０
９
９
７
―

８
２
―
０
２
３
３

力
者
が
持
っ
て
い
た
貴
重
な
品
も
あ
り

ま
す
。

徳
之
島
町
郷
土
資
料
館
に
も
、

「
掟お
き
て
お
お
は
ち
し
ゅ
き
い
っ
し
き

大
八
酒
器
一
式
」
と
呼
ば
れ
る
伝

世
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
十
数
年

前
ま
で
は
、
徳
之
島
町
手
々
集
落
の
、

あ
る
家
で
代
々
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い

た
も
の
で
、
２
０
１
７
年
に
徳
之
島
町

指
定
有
形
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

掟
大
八
酒
器
一
式
は
、
青せ
い
じ磁
の
皿
が

３
枚
、
中
国
の
景け
い
と
く
ち
ん

徳
鎮
で
作
ら
れ
た

水す
い
ち
ゅ
う
注
と
小
し
ょ
う
は
い杯
で
構
成
さ
れ
、
特
に
重
要

な
も
の
は
、「
ケ
ン
デ
ィ
ー
」
と
呼
ば

れ
る
水
注
で
す
。
こ
の
伝
世
品
に
ま
つ

わ
る
伝
承
が
あ
り
ま
す
。

今
か
ら
約
４
５
０
年
前
、
武
勇
に
優

れ
、
城
作
り
の
名
人
と
い
わ
れ
て
い
た

手
々
の
有
力
者
、「
掟お
き
て
お
お
は
ち

大
八
」
と
い
う

人
物
が
い
ま
し
た
。
掟
大
八
は
、
琉
球

国
王
の
居
城
で
あ
る
首
里
城
を
拡
張
す

る
工
事
で
見
事
な
働
き
を
し
、
褒
美
と

し
て
「
ケ
ン
デ
ィ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
水

注
を
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
中
国
の

☎
０
９
９
７
―
８
２ 

―
２
９
０
８

問

郷
土
資
料
館

遺
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、
当
時
の

人
々
が
生
活
で
使
用
し
て
い
た
土
器
や

陶
磁
器
、
石
器
、
貝
製
品
、
骨
製
品
な

ど
が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
に
お
い
て
破

片
で
見
つ
か
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

土
中
や
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
古
代
の

遺
物
を
「
出し
ゅ
つ
ど
ひ
ん

土
品
」
と
い
い
ま
す
。

一
方
で
、
古
く
か
ら
大
切
に
さ
れ
、

世
代
を
越
え
て
現
代
に
伝
わ
っ
た
も
の

を
「
伝で
ん
せ
い
ひ
ん

世
品
」
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
中
に
は
、
当
時
の
皇
帝
、
王
、
貴
族

と
い
う
特
別
な
身
分
の
人
や
地
域
の
有

島
の
む
ん
が
た
り

町
誌
編
さ
ん
室
の

出
土
品
と
伝
世
品

～
伝
世
品
か
ら
わ
か
る
こ
と
～

掟大八酒器一式（右上の水注がケンディー）

景け
い
と
く
ち
ん
よ
う

徳
鎮
窯
で
、
今
か
ら
約
５
０
０
年
前

に
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

ケ
ン
デ
ィ
ー
と
呼
ば
れ
る
水
注
は
、

鹿
児
島
県
や
沖
縄
県
の
中
世
の
遺
跡
で

は
ほ
と
ん
ど
出
土
せ
ず
、
伝
世
品
と
し

て
残
っ
て
い
る
例
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
も
し
か
す
る
と
、
琉
球
国
王
は
、

掟
大
八
と
い
う
人
物
を
徳
之
島
の
中
で

も
重
要
な
人
物
と
思
っ
て
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

ケ
ン
デ
ィ
ー
は
お
正
月
の
一
週
間
の

間
だ
け
使
わ
れ
、
そ
れ
に
入
れ
た
お
酒

を
「
チ
カ
ラ
オ
ミ
キ
」
と
し
て
、
正
月

に
訪
ね
て
き
た
お
客
さ
ん
に
振
る
舞
っ

た
よ
う
で
す
。
ケ
ン
デ
ィ
ー
を
も
ら
っ

た
掟
大
八
の
特
別
な
力
を
分
け
与
え
た

か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

当
時
の
生
活
の
様
子
を
う
か
が
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
「
出
土
品
」。
有
力

者
間
の
力
関
係
な
ど
が
見
え
て
く
る
こ

と
も
あ
る
「
伝
世
品
」。
ど
ち
ら
も
歴

史
や
文
化
を
理
解
す
る
上
で
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
、
歴
史
的
遺
産
で
す
。

（
郷
土
資
料
館　

大
屋
匡
史
）
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『もの忘れしなくなる！脳の使い方
事典』

加藤 俊徳／著〔小説〕

顔はわかるけど名前が…。
さっきまで手に持っていたのにど
こに置いた？車を乗ってきたのに
どこに駐車したっけ？など、ドキッ
と す る よ う な … 私 に も あ る！ あ

る！もの忘れの理由と対策法を脳の名医がアドバイスと、
脳を成長させるトレーニングを掲載している本です。

図書館かち
行かでー！

～Let's go to the library! ～ 
徳之島町立図書館から、
新着本やイベントなどのお知らせ。

本
を
読
ん
で
、

人
生
を
豊
か
に
。

☆職員おすすめ本☆　    

『老人ホテル 』

原田 ひ香／著〔小説〕

生 活 保 護 大 家 族 か ら 逃 げ て き た
キャバ嬢は、不動産投資家の綾小
路光子と知り合った。数年後、訳
あり老人が長逗留する古びたビジ
ネスホテルにひっそり暮らす光子
と再会し、生きるノウハウを学ぶ
ことになるが…。

『よくわかるみんなの救急』

坂本 哲也／著〔一般書〕

救急車が来るまでの間に役立つ、
けがや急病についての知識と応急
手当の方法を、やさしく説明。災
害への備えと心がまえ、救急車や
救急医療体制のしくみについても
取り上げる。書き込みページあり。

『わごむ いえでする』

杉原 やす／作・絵〔絵本〕

いつもほっとかれて、知らんふ
りをされるわごむは、家を飛び
出しました。新しいおうちを探
すことにしたのですが、三輪車
にひかれたり、猫におそわれた
り、筋肉お兄さんに引っ張られ
たりと散々な目に…。

徳之島町立図書館　☎ 0997-82-1239

の図書館展示４月
・ 徳之島ガイド

・ 奄美絵本　

・ 新生活応援フェア

《図書館開館時間》火～金曜日：午前 10 時～午後７時
　　　 土・日・祝日：午前９時 30 分～午後５時

お知らせ
○定例おはなし会

　あかちゃんおはなし会　4/2（日）午後 2時 30分～

　毎月のおはなし会　4/8（土）　午後 2時 30分～

○イベント

　子ども読書の日おはなし会　

　【日時】 4/22（土）午後２時～午後３時 30分

　【場所】 町生涯学習センター２階

　【内容】 パネルシアター、 エプロンシアター等

 　　親子で工作 （昔のおもちゃで遊ぼう）

　本のリサイクル市　4/21（金）～ 4/30（日）
　　【場所】 町生涯学習センター１階ロビー

《4月の返却ポスト回収予定日》

　【阿田野平住宅】 １日（土）　、 25日（火）
　【花徳支所】 14日（金）、23日（日）

『きみと真夜中をぬけて』

雨／著〔小説〕

家から歩いて 5 分ほどのところに
ある公園。そこは、不登校の私が
いつも夜を過ごす場所だった。あ
る夜、公園で同い年の男の子と知
り合い、夜をともに越える友達と
なる。彼と出会い、何気ない日々
が愛おしくなって…。
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徳之島町保健センター　☎0997-83-3121

町立保育所・幼稚園の年長さん、むし歯ゼロ達成！

　町立保育所・幼稚園での歯科健診で、44 人の年長さんたちがむし歯０( ゼロ ) を達成しま
した。これからも「8020（※ 80 歳で 20 本以上の歯を保つ）」を目指してがんばってください！

笑顔もピカピカ、 歯もピカピカ、 ４月からはピカピカの一年生！

・
妊
娠
の
経
過
と
過
ご
し
方

・
母
乳
育
児
に
つ
い
て

・
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
栄
養
と
食
事

（前
編
）

・
マ
マ
の
お
口
の
ケ
ア
と
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
育
て

母
子
手
帳
交
付
・
歯
科
相
談

【
受
付
時
間
】
14
時
～
14
時
30
分

【
対
象
者
】

妊
婦
さ
ん
、
幼
児
、
一
般
の
方
、

３
ヶ
月
以
上
歯
科
検
診
・
フ
ッ
化
物

塗
布
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

【
受
付
時
間
】
13
時
30
分
～

【
日
に
ち
】
４
月
20
日
（
木
）

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
歯
科
相
談

○
母
子
手
帳
交
付

《
妊
娠
前
期
～
中
期
（
妊
娠
27
週
頃
）
の
心
構
え
》

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

【
日
に
ち
】
４
月
24
日
（
月
）

【
時　

間
】
10
時
～
正
午

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
前
の
週
の
金
曜
日
ま
で
に
電
話

　

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

＊
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
希
望
に
応
じ
て
、
パ
パ
の
妊
婦
体
験
も
で
き
ま
す

井之川へき地保育所花 徳 幼 稚 園

亀 津 幼 稚 園 う め 組

亀 津 幼 稚 園 ま つ 組 亀 徳 幼 稚 園

母間保育所

尾母へき地

保育所
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島
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画
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※

２
月
届
出
分
の
う
ち
、
広
報
紙
に

　掲
載
可
の
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 

氏
　
名 

年
齢 

 

住
　
所

住
　
　
博
光
　
64
　
亀
　
津

藤
﨑
　
勇
　
　
78
　
花
　
徳

時
任
　
正
二
　
82
　
花
　
徳

板
垣
　
雄
弼
　
85
　
　
山
　

久
林
　
重
治
　
93
　
下
久
志

酒
井
ト
ヨ
子
　
85
　
亀
　
津

玉
利
兵
次
郎
　
85
　
母
　
間

仲
　
　
清
孝
　
72
　
尾
　
母

島
田
　
吾
郎
　
76
　
亀
　
津

保
　
　
キ
ヨ
　
97
　
花
　
徳

得
　
　
ツ
ヤ
　
94
　
花
　
徳

武
山
ハ
ル
子
　
98
　
母
　
間

◆
謹
ん
で
ご
冥
福
を

 

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

◆
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

出
生
児
　
　
保
護
者
　
住
　
所

佐
武
　

ひ

な

と

陽
都
（
克
　
海

美
　
波
） 

亀
　
徳

林
　

　

　

　

　

　

ひ
か
り
（
孝
　
俊

奈
　
央
） 

　
山
　

木
場
　

す

ば

る

昴
晴
（
悠
　
将

美
　
佳
） 

亀
　
津

山
本
　

い

ぶ

き

彩
楓
（
伊
　
織

彩
　
乃
） 

花
　
徳

基
山
　

み

ん

さ

明
咲
（
侑
　
佑

裕
　
香
） 

亀
　
津

福
山
　

き

ら

煌
桜
（
和
　
也

緑
　
沙
） 

亀
　
津

富
山
　

ち

あ

千
葵
（
遼
　
和

千
　
夏
） 

亀
　
津

鈴
木
　

あ

お

な

碧
七
（
ゆ
う
た

お
ゆ
は
） 

亀
　
徳

徳之島町の現勢

面積 104.92 ㎞2

人口 　9,853 人

 男 4,856 人

 女 4,997 人

世帯数 4,655 戸

　

（-５）

（-４）

（-１）

（+３）

（括弧内は先月との比較）

令和５年３月１日現在

戸
籍
の
窓※令和 2年国勢調査に基づく

　推計人口です。

 徳之島町では、 町が放送する防災行政無線の内容を、 以下の方法で発信しています。 ご不明な点は総務課ま

でお問い合わせください。

総務課　☎ 0997-82-1111問

・ MBC 南日本放送テレビのデータ放送 ： ①チャンネルを MBC に合わせ、 リモコンの 「ｄ」 ボタンを押します。

② 「徳之島町からのお知らせ」 を選択し、 決定ボタンを押します。

・ 徳之島町公式 twitter ： 町公式 twitter にアクセスしてください。 （「徳之島町 ツイッター」 で検索）

・ 徳之島町防災情報メール ： 町公式ウェブサイト （ホーム＞防災 ・ 防犯＞防災＞徳之島町防災情報メール） か

らご登録ください。

おもてなし観光課　☎ 0997-83-0731問

徳之島から直々に呼び出された
アラサーが暴れまくるお話

藤原紀香｜癒しの旅に出よう
鹿児島県 徳之島町へ【旅色 Movie】

〈徳之島町魅力発信事業・観光プロモーション事業〉

旅色公式チャンネル 平成フラミンゴ

防災行政無線の内容を MBC データ放送・twitter 等で発信しています

徳之島町の魅力、Youtube で発信してます！

ぜひご覧ください！


